
５ 

安全・安心なまちづく 
りに関する条例の制定 
について 

伝統的建造物のあり方 
について 

競輪開催業務等の包括 
委託について 

開かれた函館市議会の 
ために（陳情） 

旧函館どつくゴライア 
スクレーン売却撤去の 
差し止めを求める陳情 

史跡五稜郭の藤棚の 
存続を求める陳情 

万年橋幼稚園の募集 
継続に関する陳情 

伝統的建造物の今後に影響を与える申し出も 
されていることから、制度のあり方を含め調 
査する必要があるため。 

競輪事業の収支改善を図るための方策のひと 
つである競輪開催業務等の包括委託について 
は、早急に調査を行う必要があるため。 

早急に結論を出すのは難しい案件であり、引 
き続き検討していかなければならないため。 

当該クレーンの売却撤去予定業者の辞退によ 
り、状況を改めて調査するため。 

今後、五稜郭の整備にあたっての発掘調査が 
行われることとなっており、調査結果を踏ま 
えて審査する必要があるため。 

当市の幼稚園の現状やこれまでの経過を調査 
したうえで審査する必要があるため。 

閉
会
中
継
続
調
査
事
件
 

閉
会
中
継
続
審
査
事
件
 

「安全・安心なまちづくり」を推進すること 
は、市民共通の願いであることから、条例の 
制定を含め調査する必要があるため。 

総 務 常 任  
委 員 会  

経 済 建 設  
常任委員会 

議 会 運 営  
委 員 会  

地球温暖化防止に向け 
た取り組みについて 

当市での廃棄物処理施設の現状を踏まえ、他 
都市の取り組みも含め調査する必要があるた 
め。 

総 務 常 任  
委 員 会  

民 生 常 任  
委 員 会  

総
括
質
疑
へ
の
市
長
答
弁
　
　
　

　
し
っ
か
り
と
経
済
界
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

経
済
の
活
性
化
や
地
域
振
興
の
た

め
に
共
に
協
力
し
合
っ
て
行
動
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
ま

た
、
問
題
な
く
一
緒
に
行
動
し
て

い
け
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
る
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
子
育
て
指
導
員
養
成
事
業
費
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
８０
万
円
）

質
疑
　
子
育
て
指
導
員
養
成
事
業

の
具
体
的
な
内
容
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。
　
　
　
　
　
　

答
弁
　
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
育
児
に
関
す

る
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
有
す

る
指
導
員
を
養
成
す
る
も
の
で
あ

り
、
子
育
て
に
関
心
が
あ
り
、
意

欲
あ
る
活
動
が
期
待
で
き
る
市
民

を
対
象
に
、
講
座
を
開
き
、
市
独

自
の
資
格
と
し
て
認
定
す
る
も
の

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
指
導
員
に
は
、
子
育
て
サ

ロ
ン
や
児
童
館
に
お
け
る
子
育
て

中
の
親
子
へ
の
助
言
・
指
導
の
ほ

か
、
新
た
な
試
み
で
あ
る
地
域
自

主
型
つ
ど
い
の
広
場
な
ど
に
お
い

て
子
育
て
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
役
割

を
果
た
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
の
推
進
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
　

　
ま
た
、
本
事
業
に
つ
い
て
は
、

民
間
の
活
力
を
導
入
す
る
取
り
組

み
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
の
充
実
は
も

と
よ
り
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
取
り

組
み
と
考
え
て
お
り
、
継
続
的
に

実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
亀
尾
ふ
れ
あ
い
の
里
条
例
　
　

　
（
農
村
地
域
活
性
化
事
業
費
　

　
　
　
　
　
５
千
８
９
０
万
円
　

　
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
22
年
度

　
ま
で
の
管
理
委
託
料
　
　
　
　

　
　
　
　
　
１
千
４
２
４
万
円
）

　
市
民
に
農
業
に
親
し
む
場
を
提

供
し
、
農
村
地
域
の
活
性
化
と
健

康
的
で
ゆ
と
り
の
あ
る
市
民
生
活

を
実
現
す
る
た
め
に
、
米
原
町
に

ふ
れ
あ
い
の
里
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。
平
成
２０
年
４
月
供
用
開
始

予
定
で
、
管
理
に
つ
い
て
は
指
定

管
理
者
に
行
わ
せ
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
一
般
職
の
任
期
付
き
職
員
の
採

　
用
等
に
関
す
る
条
例
　
　
　
　

　
「
一
定
の
期
間
内
に
終
了
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
業
務
」
ま
た

は
「
一
定
の
期
間
内
に
限
り
業
務

量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
業
務
」

に
職
員
を
従
事
さ
せ
る
場
合
に
、

職
員
を
任
期
を
定
め
て
採
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

　
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
南
か
や
べ
保
養
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
ホ
テ
ル
ひ
ろ
め
荘
に
つ
い
て
、

道
南
温
泉
株
式
会
社
を
指
定
管
理

者
に
指
定
し
、
平
成
２３
年
度
ま
で

管
理
を
行
わ
せ
る
も
の
で
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
副
市
長
の
選
任
の
同
意
　
　
　

　
谷
澤
　
廣
氏
を
副
市
長
に
選
任

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
投
票
の

結
果
、
可
と
す
る
も
の
２７
票
、
否

と
す
る
も
の
１０
票
で
、
選
任
に
同

意
し
ま
し
た
。
函
館
市
で
は
初
め

て
と
な
る
民
間
出
身
の
副
市
長
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
福
島
恭
二
議
員
お
よ
び
黒
島
宇

　
吉
郎
議
員
の
発
言
の
取
り
消
し

　
を
求
め
る
動
議
　
　
　
　
　
　

　
福
島
議
員
お
よ
び
黒
島
議
員
の

個
人
質
問
に
お
け
る
発
言
が
、
無

礼
の
言
葉
ま
た
は
私
生
活
に
わ
た

る
言
論
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
取

り
消
し
を
求
め
る
動
議
が
本
間
新

議
員
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
賛
成
少
数
の
た
め
否
決
さ
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
討
論
と
は
、
議
案
に
対
し
て
賛

成
反
対
の
意
見
を
述
べ
、
賛
同
を

求
め
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　

　
日
本
共
産
党
は
、
「
一
般
職
の

任
期
付
き
職
員
の
採
用
等
に
関
す

る
条
例
」
、
「
函
館
圏
公
立
大
学

広
域
連
合
の
処
理
す
る
事
務
の
変

更
お
よ
び
函
館
圏
公
立
大
学
連
合

規
約
の
変
更
」
に
対
し
、
反
対
の

討
論
を
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
新
生
ク
ラ
ブ
は
、
「
福
島
恭
二

議
員
お
よ
び
黒
島
宇
吉
郎
議
員
の

発
言
の
取
り
消
し
を
求
め
る
動
議

に
対
し
、
反
対
の
討
論
を
行
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
種
議
会
議
員
等
の
選
出
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
　
　
　

広
域
連
合
議
会
議
員
　
　
　
　
　

　
　
　
佐
　
古
　
一
　
夫
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

函
館
湾
流
域
下
水
道
　
　
　
　
　

事
務
組
合
議
会
議
員
　
　
　
　
　

　
　
　
市
　
戸
　
ゆ
た
か
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
　
　
　
　

　
　
　
金
　
澤
　
浩
　
幸
　
議
員
 

条
例
制
定
 

条
例
改
正
 

そ

の

他

 

討
 
論

各委員会は、下記の事件について、閉会中もなお継続して審査・調査を行います。 

ひ
ろ
し
 

た
に
 さ
わ
 

」
 

４ 

は こ だ て 市 議 会 だ よ り  は こ だ て 市 議 会 だ よ り  平成１９年 ８ 月 １５ 日発行 平成１９年 ８ 月 １５ 日発行 

個
人
質
問

つ
づ
き

議
案
審
査

市役所の年金相談窓口市役所の年金相談窓口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
当
市
で
は
、
平
成
１３
年
度

ま
で
現
年
度
分
の
年
金
収
納
業
務

を
行
っ
て
お
り
、
旧
市
で
は
電
算

化
前
の
昭
和
５５
年
度
ま
で
は
、
当

市
の
被
保
険
者
名
簿
と
社
会
保
険

庁
の
台
帳
と
の
照
合
を
毎
年
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
電
算
化

後
に
つ
い
て
は
、
納
付
記
録
を
読

み
取
っ
た
デ
ー
タ
を
磁
気
テ
ー
プ

に
よ
っ
て
社
会
保
険
事
務
所
に
月

毎
に
引
き
継
い
で
お
り
、
こ
の
こ

と
に
よ
り
自
動
的
に
納
付
確
認
が

照
合
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
市
の
責
任
は
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。
　
（
市
民
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
小
売
商
業
の
育
成
・
振
興

を
図
る
た
め
、
平
成
１２
年
に
「
新

小
売
商
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
、
主
要
商
店
街
の
振
興
に
つ

い
て
、
各
商
店
街
の
テ
ー
マ
と
基

本
方
針
を
定
め
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
生
か
し
た
商
店
街
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

商
店
街
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
中
核
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
経
済
の
発
展
に
も
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
商
工
会
議
所
な
ど
関
係

団
体
と
連
携
し
て
、
商
店
街
の
活

性
化
に
努
め
た
い
。
（
商
工
観
光
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
口
利
き
な
ど
の
防
止
は
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
現

在
、
口
利
き
の
定
義
や
仕
組
み
に

つ
い
て
、
他
都
市
の
状
況
を
調
査

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
政
治
・
行
政
倫
理
条
例
な
ど
の

制
定
は
、
公
平
・
公
正
な
行
政
執

行
に
有
効
で
あ
る
が
、
市
職
員
は
、

地
方
公
務
員
法
の
法
令
遵
守
義
務

の
ほ
か
に
、
当
然
に
高
い
倫
理
観

を
持
つ
べ
き
で
も
あ
る
の
で
、
職

場
倫
理
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
活
用
や
、

職
場
の
環
境
づ
く
り
・
研
修
な
ど

に
よ
っ
て
公
務
員
倫
理
の
意
識
の

醸
成
に
努
め
た
い
。
　
（
市
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
自
立
援
助
ホ
ー
ム
は
、
義

務
教
育
を
終
了
し
、
児
童
養
護
施

設
等
を
退
所
し
て
も
、
事
情
に
よ

り
家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
達

に
対
し
、
自
立
す
る
ま
で
生
活
の

場
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
　

　
こ
の
事
業
は
、
国
が
道
の
事
業

と
位
置
付
け
て
い
る
た
め
、
現
時

点
で
の
ア
フ
タ
ー
・
ケ
ア
事
業
の

委
託
は
難
し
い
が
、
心
の
ケ
ア
と

自
立
に
向
け
た
支
援
は
重
要
で
あ

る
の
で
、
利
用
状
況
の
推
移
や
他

都
市
の
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
可
能
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。
　
（
福
祉
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
元
町
・
五
稜
郭
周
辺
な
ど

で
土
地
の
確
保
が
可
能
な
場
合
に

は
、
で
き
る
だ
け
確
保
し
て
観
光

駐
車
場
と
し
て
提
供
す
る
よ
う
努

め
て
い
る
が
、
繁
忙
期
で
あ
る
５

月
か
ら
１０
月
に
か
け
て
は
、
駐
車

場
が
不
足
す
る
場
合
も
あ
る
。
　

　
よ
り
多
く
の
駐
車
場
を
提
供
す

る
た
め
に
は
、
適
所
が
あ
る
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
場

所
に
よ
っ
て
は
警
察
と
の
調
整
が

必
要
な
場
合
も
あ
る
の
で
、
適
切

な
場
所
で
の
駐
車
場
の
提
供
が
可

能
か
ど
う
か
、
十
分
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。
（
商
工
観
光
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
１９
年
度
の
市
政
執
行
方
針
・

教
育
行
政
執
行
方
針
に
基
づ
く
予

算
や
施
策
に
つ
い
て
予
算
特
別
委

員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
創
意
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事

　
業
費
（
い
わ
ゆ
る
校
長
先
生
の

　
「
知
恵
の
予
算
」
）
　
　
　
　

　
　
　
　
（
５
千
６
０
０
万
円
）

質
疑
　
校
長
先
生
の
「
知
恵
の
予

算
」
の
基
本
的
な
考
え
方
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
に
事
業
を
実
施
し
て
い
く
の
か
。

答
弁
　
各
学
校
が
、
知
恵
の
予
算

を
活
用
し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を

踏
ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
活

動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
図

っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

多
様
で
個
性
的
な
教
育
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
は
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る

こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
各

学
校
で
は
、
教
科
の
時
間
や
総
合

的
な
学
習
の
時
間
な
ど
を
活
用
し

て
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
が
、
計

画
の
作
成
や
地
域
の
方
々
と
の
協

議
な
ど
に
よ
り
、
教
員
の
負
担
増

と
な
ら
な
い
よ
う
、
学
校
と
し
て

配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
事
業
が
終
わ
っ
た
段
階

で
、
各
学
校
か
ら
提
出
さ
れ
る
事

業
内
容
や
そ
の
成
果
に
関
す
る
報

告
書
に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会
と

し
て
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
今

年
度
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
次

年
度
以
降
、
よ
り
一
層
効
果
的
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
予
算
配
分
の

方
法
も
含
め
、
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
東
ア
ジ
ア
地
区
観
光
プ
ロ
モ
ー

　
シ
ョ
ン
実
施
経
費
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
６
１
９
万
円
）

質
疑
　
東
ア
ジ
ア
地
区
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
に
は
経
済
界

と
の
協
力
関
係
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
連
携
を

図
っ
て
い
く
の
か
。
　
　
　
　
　

答
弁
　
平
成
１２
年
度
以
来
、
市
議

会
、
商
工
会
議
所
、
国
際
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
な
ど
と
一
体

で
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
国
際

観
光
都
市
と
し
て
継
続
し
て
取
り

組
む
べ
き
大
き
な
事
業
と
考
え
て

い
る
。
経
済
界
と
の
協
力
に
つ
い

て
は
、
選
挙
戦
で
生
じ
た
し
こ
り

を
解
消
し
、
円
滑
な
協
力
関
係
の

構
築
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
 

年
金
記
録
問
題
と
　
　
 

市
の
責
任
 

日
本
共
産
党
　
紺
谷
　
克
孝
 

特
色
あ
る
　
　
　
　
　
 

商
店
街
づ
く
り
 

民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
　
見
付
　
宗
弥
 

口
利
き
防
止
条
例
や
政
治
・
　
 

行
政
倫
理
条
例
の
制
定
 

民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
　
板
倉
　
一
幸
 

青
少
年
自
立
援
助
ホ
ー
ム
と
　
 

ア
フ
タ
ー
・
ケ
ア
事
業
 

無
所
属
　
竹
花
　
郁
子
 

駐
車
違
反
の
増
加
と
　
　
　
　
 

駐
車
場
の
不
足
 

無
所
属
　
三
遊
亭
　
洋
楽
 

補
正
予
算
 

提
出
さ
れ
た
議
案
を
本
会
議
 

や
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
 

質
疑
の
一
部
と
主
な
議
案
の
 

要
旨
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 


